
7. 常設委員会及び特別委員会 

 

7-1 倫理・表彰委員会 

令和 4年度においては、倫理関係として 1 件、

また、表彰関係としては、各部会長等及び 60 周年

記念事業準備委員会から推薦のあった令和 5年協

会表彰候補者及び 60 周年特別表彰候補者の審議

を行うとともに、広報事業専門委員会が募集した

「懸賞論文（学生論文）」について審査決定した

表彰候補者の審査・承認を行った。 

1. 倫理関係 

  富山市発注の呉羽丘陵フットパス橋梁設計等業

務委託及び呉羽丘陵フットパス連絡橋周辺広場整

備基本計画策定等業務委託における公契約関係競

売入札妨害事件に関する事案 

(1) 審議日時 

令和4年10月14日（金）9時00分から、Web方

式により倫理・表彰委員会を開催し、審議を行った。 

(2) 審議内容 

上記事案については、倫理・表彰委員会の設置

及び運営等に関する規則（以下「規則」という。）

第 8 条第 3 項第 3 号ハに規定する「登録規程第

12 条の規定に基づく登録の停止がなされたとき」

に該当することから、全会一致をもって、「会員

権の停止」の懲戒処分とし、また、会員権の停止

の期間については、規則第 9 条第二号ロの規定

に基づき、令和 4年 10 月 21 日から同年 12 月 19

日までとするとの結論に達した。 

(3) 審議事項の報告 

上記の審議の結果については、規則第 7 条の

規定に基づき会長及び常任理事会（令和 4 年 10

月 19 日）に報告した。 

2. 表彰関係 

(1) 審議日時 

協会表彰候補者の審議については、令和 5年

3月 15 日（水）13 時 30 分から WEB 方式により、

委員長、副委員長 2 名、委員 8 名の全委員の参

加の下、委員会を開催した。 

(2) 各部会長等及び 60 周年記念事業準備委員会

推薦関係に関する審議内容 

委員会においては、事務局から令和 5年協会

表彰に関して各部会長、各支部長から推薦のあ

った候補者として、規則第 13 条第 2 号（功績

賞）に該当する候補者 本部 3 部会から 4 件、

5支部から 7件、計 11 件、156 名、規則第 14 条

第 1 号（功労賞）に該当する候補者 本部 2部

会から 2 件、49 名、規則程第 14 条第 2 号（功

労賞・永年勤続）に該当する候補者 1 名につい

て及び 60 周年特別表彰に関して 60 周年記念事

業準備委員会から推薦のあった候補者として、

規則第 20 条（周年特別表彰・功労賞）に該当す

る候補者 64 名について、推薦事由等の説明が

なされた。 

上記の説明及び各委員から提出された意見に

基づき選考した結果、倫理・表彰委員会として

次のとおり候補者を選考し、規則第 17 条の規

定に基づき、令和 5 年 4 月 19 日開催の常任理

事会に答申することとした。 

a) 規則第 13 条第 2 号（功績賞）該当候補者 

・本部   技術部会道路構造物専門委員会

及び業務体系 WG(9 名) 

・北陸支部 技術部会統括技術委員会(8 名) 

・中部支部 技術部会河川委員会(17 名) 

・近畿支部 建設コンサルタント魅力発信委

員会(21 名) 

・九州支部 総務企画部会若手技術者 

委員会(24 名) 

b) 規則第 14 条第 2 号（功労賞・永年勤続） 

該当候補者 本部事務局 岡村 幸治 

c) 規則第 20 条（周年特別表彰・功労賞） 

該当候補者 役員、運営委員、常任委員、

部会に所属する委員会及び専門委員会等の

委員長及び副委員長等に 10 年以上在任し

た者（64 名） 

(3) 懸賞論文関係に関する審議内容 

委員会においては、広報事業専門委員長から

報告及び審議要請のあった「懸賞論文（学生論

文）2022 年度審査課結果」について、事務局

から説明がなされ、各委員からの意見を聴取

し、審議の結果、広報事業専門委員会の審査結

果のとおり、承認することに決した。 

（倫理・表彰委員会委員長 中村 哲己） 


